
広
　
　
報

主 な 内 容

発行 /  白井市 編集 / 秘書広報課 毎月2 回 1 日・15 日発行 〒 270-1492 白井市復1123 ☎ 047（492）1111　      047（491）3510　　  http://www.city.shiroi.chiba.jp/FAX URL

なし坊ファミリー「LINEスタンプ」好評発売中

■しろいの夏祭り情報 ……………………2
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「市民と築く安心で
健康なまちしろい」を
白井市は目指します

今年８月に市のマスコットキャラクター「なし坊」が誕生して20周年を迎えます。
　日ごろより、なし坊を応援してくださる皆さんに感謝の気持ちを込め、ファミリー向けの
イベント「なし坊20周年まつり」を開催します。
　記念式典では「しろいふるさと大使」のホリさんによる司会のほか、チーバくんをはじめ、
おともだちのご当地キャラが大集合し、誕生20周年をお祝いします。入場者プレゼントとし
て、市の特産品「しろいの梨」を先着300人に2玉ずつ配布し、旬の幸水やなし坊グッズが
当たるプレゼント抽選会も行います。家族みんなで楽しめるイベントに遊びに来ませんか。
■問　秘書広報課広報広聴班　内線3372～ 4

・白井市梨業組合から
「しろいの梨（幸水・3㌔）」を30箱
・なし坊から
「なし坊グッズ」を10セット

・出演するおともだちキャラクター
チーバくん（県）、うなりくん（成田市）、カムロちゃ
ん（佐倉市）、よつぼくん（四街道市）、いんザイ君（印
西市）、とみちゃん（富里市）、井戸っ子（しすいちゃ
ん）、勝っタネ！くん（酒々井町）、ドラムくん（栄町）、
やっち（八千代市）、かまたん（鎌ケ谷市）
※都合により変更になる場合もあります。

・なし坊グッズ
（ハタヤ、アイティーナベネット）
・しろいの梨
（JA西印旛農産物直売所やおぱぁく）
・ふるさと産品
（勝柴製菓、さつまや）
※梨や産品は試食ができます。

・ホール内に市内保育園と幼稚園の園児が
手作りした「なし坊作品」を展示
・まつり終了後は市役所、駅などにも展示
予定

・なし坊、かおり、おともだちキャ
ラクターとのふれあいタイム
・なし坊ファミリー顔出しパネルで
記念撮影
・なし坊記念スタンプ

最新情報は「なし坊ツイッター」にアクセス　https://twitter.com/nashibo_shiroi

な し 坊 プ レ ミ ア ム 商 品 券
の2次販売を市役所1階ロビーで行います
日時　7月22日㈬　午前7時～午後5時（完売した時点で販売終了）
※売れ残った場合は、7月23日㈭以降の午前9時から午後5時までの間
（土・日曜日を除く）で販売します。
対象　18歳以上の人
※18歳未満の人は保護者が同伴
していれば購入できます。
販売冊数　4,300冊（予定）
購入限度冊数　1人5冊まで
販売価格　現金で1冊10,000円（1,000円の商品券が13枚で1セット、
大型店・中小店共通券6枚＋中小店専用券7枚で13,000円分）
■問　白井市プレミアム商品券実行委員会事務局☎080（2397）1943、
白井市商工会☎（492）0721、商工振興課商工振興班　内線3241 ～ 3

8月5日
㈬

　市の特産品「しろいの梨」のおいしさをもっと知ってもらいたいと
の思いから、20代を中心とした梨農家の若い後継者たちが「しろい梨
PR委員会」（通称：なしＰ）を結成し、白井駅出入口付近で試食販売
イベントを開催します。
　今後も「しろいの梨」の消費を拡大し、認知度をアップさせるため、
さまざまなイベントを企画するなど、広く活動していきます。
■問　農政課農政班　内線3252

  時間　午後5時～ 8時（雨天決行）
　※100袋を完売した時点で販売終了します。
　内容　しろいの梨「幸水」の試食・販売
　価格　1袋大玉梨3・4個入りで2㌔500円

ボクたちもお手伝い！

～市マスコットキャラクター生誕記念イベント～

なし坊20周年まつり

白井駅で「梨」を販売します
今年もおいし～い梨ができました

みんなで 20 周年をお祝いしてね☆
司会のホリさん

土
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指
定
管
理
者
選
定
審
査

会
委
員
を
委
嘱

　
指
定
管
理
者
選
定
審
査
会
は
、
市

民
が
広
く
利
用
す
る
市
の
施
設
（
公

の
施
設
）
を
管
理
す
る
指
定
管
理
者

を
選
定
す
る
た
め
の
審
査
を
行
う
機

関
で
、
7
月
2
日
に
6
人
の
委
員
を

委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
30
年
5
月
28
日
ま

で
の
3
年
間
で
、
委
員
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。

指
定
管
理
者
選
定
審
査
会
委
員

（
敬
称
略
）

岡
東
務
、
山
﨑
明
、
松
山
豊
、
中
村

順
子
、
水
島
耕
成
、
伊
藤
道
行

問
　
行
政
経
営
改
革
課
行
政
経
営
改

革
班

　
内
線
3
4
4
1

自
衛
官
募
集
相
談
員
を

委
嘱

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
自
衛
官

を
地
域
の
中
か
ら
募
集
し
、
入
隊
希

望
者
を
発
掘
す
る
な
ど
、
入
隊
に
関

す
る
広
報
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
7
月
1
日
に
3
人
の
相

談
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
29
年
5
月
31
日
ま

で
の
2
年
間
で
、
相
談
員
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
（
敬
称
略
）

田
中
宗
隆
、
竹
田
衛
、
稲
垣
勝

問
　
総
務
課
行
政
班
　
内
線
3
3
1
2

◆
陸
・
海
・
空
「
自
衛
官
募
集
」

　
自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、

航
空
学
生
、
防
衛
医
科
大
学
生
（
医

学
科
、
看
護
学
科
）、
防
衛
大
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

　
受
験
資
格
や
試
験
日
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

【
受
付
期
間
】

自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、

航
空
学
生
　
8
月
1
日
㈯
〜
9
月
8

日
㈫

防
衛
医
科
大
学
生
（
医
学
科
、
看
護

学
科
）　
9
月
5
日
㈯
〜
30
日
㈬

防
衛
大
学
生
（
一
般
前
期
）　
9
月

5
日
㈯
〜
30
日
㈬
（
推
薦
、
総
合
選

抜
は
9
月
5
日
㈯
〜
9
日
㈬
）

問
　
自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏

募
集
案
内
所
　
☎
0
4
（
7
1
6
3
）

6
8
8
4

農
地
中
間
管
理
事
業

〜
農
地
を
貸
し
た
い
人
を
　
　

　
　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す
〜

　
本
事
業
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構

が
農
地
を
貸
し
た
い
農
家
（
出
し
手
）

か
ら
借
り
受
け
、
農
業
経
営
の
効
率

化
や
規
模
拡
大
を
図
る
借
り
た
い
人

（
担
い
手
）へ
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。

　
機
構
に
農
地
の
貸
し
付
け
を
し
た

い
人
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
千
葉
県
で
は
「
公
益
社
団
法
人
千

葉
県
園
芸
協
会
」
が
農
地
中
間
管
理

機
構
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

3
、
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協

会
農
地
部

　
☎
0
4
3
（
2
2
3
）

3
0
1
1

土
地
改
良
区
か
ら
の
お

願
い

　
印
旛
沼
や
手
賀
沼
、
神
崎
川
な
ど

の
周
辺
の
水
辺
に
は
用
排
水
機
場
や

用
排
水
路
な
ど
多
数
の
土
地
改
良
施

設
が
あ
り
、
子
ど
も
の
興
味
を
ひ
く

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　
夏
休
み
に
入
る
と
、
こ
の
よ
う
な

施
設
で
事
故
な
ど
が
多
く
発
生
し
ま

す
。
水
辺
の
事
故
は
大
人
の
気
遣
い

で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
田
近
く
の
用
排
水
機
場
や
用
排
水

路
な
ど
に
子
ど
も
た
ち
が
近
づ
か
な

い
よ
う
、
ま
た
施
設
付
近
で
遊
ん
だ

り
し
な
い
よ
う
に
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
　
印
旛
沼
土
地
改
良
区

　
☎

0
4
3
（
4
8
4
）
1
1
5
5
、
手

賀
沼
土
地
改
良
区

　
☎
0
4
7
6

（
4
2
）
2
8
2
1
、
農
政
課
農
政

班
　
内
線
3
2
5
2

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
6
月
19
日
か
ら
26
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目
　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
チ
ン

ゲ
ン
サ
イ
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

日程 名称 場所・開始時間 問い合わせ 雨天対応

7月

18日㈯ 桜苑弐番街自治会納涼会
桜苑弐番街団地中庭
（14:30 ～）

吉田
☎090(9316)1002

雨天決行

19日㈰ 西白井ふれあい夏祭り
富塚公園前市所有地
（14:00 ～）

田中
☎(497)1229

小雨決行
荒天の場合は20日㈷に順延

25日㈯
七次台三丁目自治会・
野口自治会共催夏祭り

七次台小学校校庭
(17:30 ～ )

鷺沼
☎(767)8210

雨天の場合は中止

25日㈯
26日㈰

栄区夏祭り盆踊り大会
冨士栄八幡神社開拓広場
(18:30 ～ )

落合
☎(443)7800 

25日㈯雨天の場合は26日㈰のみ
両日雨天の場合は27日㈪に順延

8月

1日㈯

冨士地区合同夏祭り
冨士中学校予定地
(18:00 ～ )

藤田
☎090(7719)0077

小雨決行

七次台自治会地域親睦
納涼大会

七次台児童公園
(17:00 ～ )

堤
☎090(4820)6297

七次台会館で実施

清水口地区夏祭り納涼
大会

七次第一公園芝生広場
（16:30 ～）

中井
☎(491)1623

清水口小学校体育館で実施
（17：00 ～）

1日㈯
2日㈰

白井駅地区合同夏祭り
白井駅前南側広場
(16:00 ～ )

最首
☎(492)7639

1日㈯雨天の場合は2日㈰のみ
両日雨天の場合は中止

7日㈮
白井工業団地自治会納
涼盆踊り大会

公民センター駐車場
(18:00 ～ )

丹野
☎(497)0829

公民センター内で実施

8日㈯
大山口小学校区合同夏
まつり

大山口小学校校庭・体育館
(16:00 ～ )

大山口住宅管理組合
事務所 ☎(491)9743

大山口小学校体育館

22日㈯
白井夏祭り納涼盆踊り
大会

白井第一小学校
(16:00 ～ )

文化課
☎(492)1123

23日㈰に順延

　
地
域
住
民
の
心
の
ふ
れ
あ
い
と
連
携
を
深
め
る
夏
祭
り
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
創
意

工
夫
と
努
力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
域
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
夏
祭
り
の
日
程

や
場
所
な
ど
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
家
族
や
友
人
な
ど
を
誘
っ
て
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
会
場
へ
は
徒
歩
、
自
転
車
な
ど
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

し
ろ
い
の
夏
祭
り
情
報

　
平
成
26
年
度
に
お
け
る
白
井
市
の

家
庭
か
ら
出
た
燃
や
す
ご
み
の
総
量

は
、
約
1
万
7
9
6
ト
ン
で
し
た
。

　
燃
や
す
ご
み
は
、
印
西
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
焼
却
処
理
を
し
て
い
て
、

量
が
増
え
る
ほ
ど
、
収
集
運
搬
や
処

理
経
費
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

次
の
例
を
参
考
に
、
私
た
ち
も
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、
燃
や
す
ご

み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

◆
「
燃
や
す
ご
み
」
を
減
ら
す
た
め

に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

①
生
ご
み
は
水
を
切
り
ま
し
ょ
う

　
生
ご
み
の
約
80
㌫
は
水
分
で
す
。

水
を
「
ギ
ュ
ッ
」
と
絞
っ
て
か
ら
出

し
ま
し
ょ
う
。

②
ご
み
と
資
源
物
は
、
適
正
に
分
別

し
ま
し
ょ
う

　
資
源
紙
類
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

ご
み
減
量
大
作
戦

器
包
装
類
は
分
別
し
て
資
源
物
の
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
白
色
ト
レ
イ
な
ど
は
汚
れ
を

「
サ
ッ
」
と
洗
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

③
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
っ
て
買
い
物
に

行
き
ま
し
ょ
う

　
ご
み
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
マ

イ
バ
ッ
ク
を
持
っ
て
買
い
物
に
行
き

レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
レ
ジ
袋
を
も
ら
っ
た
場
合

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類

と
し
て
資
源
物
の
日
に
出
し
ま
し
ょ

う
。

※
市
で
は
生
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
を
推
進
す
る
た
め
、
生
ご
み
処
理

容
器
、
処
理
機
を
購
入
し
た
人
に
助

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
7

〜
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
〜

　市では、白井環境ネットワークの会との共催
で、「越谷市科学技術体験センター」と「ちば野菊
の里浄水場」の見学、体験学習会を実施します。
日程　8月7日㈮
集合時間・場所　午前8時20分・市役所玄関前
※解散は午後4時30分の予定です。
対象　小学4年生～中学生　20人（申し込み順）
持ち物　筆記用具、弁当、飲み物、帽子、傘
参加費　500円（資料代・保険代）
※参加費は当日徴収します。
■申　7月31日㈮までに電話で環境課環境保全・放射
線対策班　内線3276・3288へ
■問　白井環境ネットワークの会　秋井
☎090（8033）5570

夏 祭 り 日 程 表

⑮

夏休みこども環境学習
～身のまわりの科学と水を学ぶ～

委嘱を受けた相談員の皆さん 委嘱を受ける指定管理者選定審査会委員
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　市では、市のまちづくりに賛同して応援しようとする皆さんから広く寄附金
を募り、これを財源として寄附者の意向を反映した事業を展開することにより、
さまざまな人々の参加による魅力あるまちづくりを進めるため、「まちづくり寄
附金制度」を設けています。3月23日から市の魅力を多くの皆さんにPRするため、
１万円以上の寄附者にお礼品として特産品などを用意したこともあり、多くの
皆さんから寄附をいただきました。
　3月23日から6月30日までに市に寄せられた寄附金の受け入れ状況を下表のと
おり公表します。市には6月30日現在で、199件、2,780,180円の寄附の申し込み
がありました。
　いただいた寄附金は、寄附者のご希望に添うよう大切に使わせていただきます。
■問　企画政策課企画政策班　内線3351 ～ 3

～善意ありがとうございます～

「まちづくり寄附金」の受け入れ状況を公表します
　市では、平成28年4月1日付けで採用する職員の採用試験
を平成27年度印旛郡市職員採用共同試験（1次）により実
施します。

試験日程　9月20日㈰　午前10時～（受け付け　午前8時30分
～）
試験場所　佐倉市立佐倉中学校（佐倉市）
採用予定職種・人数　一般行政職初級　4人程度
※採用枠のうち若干名の障がい者を募集します（障害者手帳
を所持し、介助者を必要とせず、活字印刷文の出題に対応で
きる人）。
対象　平成6年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた人
※試験案内・申込書は、総務課または市ホームページから入
手することができます。
■申・■問　申込書に必要事項を記入の上、7月28日㈫から8月
14日㈮までに郵送（消印有効）か直接総務課人事班　内線
3314・5へ

市職員採用試験（初級等）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

Q
　「
近
所
で
屋
根
と
外
壁
の
塗
装

工
事
を
し
て
い
る
」
と
い
う
業
者
が

訪
ね
て
き
た
。

　
自
宅
の
外
壁
塗
装
が
だ
い
ぶ
劣
化

し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
工
事
を
勧
め

ら
れ
た
。

　
近
所
の
現
場
も
見
ら
れ
る
と
言
う

の
で
玄
関
先
で
話
を
聞
い
た
ら
、
何

度
も
訪
ね
て
く
る
よ
う
に
な
り
対
応

に
困
っ
て
い
る
。
ど
う
断
っ
た
ら
良

い
か
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

A
　
勧
誘
を
断
る
た
め
に
は
、
最
初

が
肝
心
で
す
。

　
訪
問
販
売
で
は
ド
ア
を
開
け
ず
に

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し
で
対
応
し
ま

し
ょ
う
。「
話
を
聞
く
だ
け
」と
思
っ

て
応
対
す
る
と
相
手
に
良
い
感
触
を

与
え
て
し
ま
い
、
い
つ
の
間
に
か
話

が
進
ん
で
断
り
に
く
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
今
度
業
者

が
来
訪
し
た
ら
「
ノ
ー
」
と
い
う
明

確
な
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
丁
寧
に
断
ろ
う
と
し
て
「
い
い
で

す
」「
結
構
で
す
」
と
い
う
言
葉
を

使
い
が
ち
で
す
が
、
あ
い
ま
い
で
承

諾
し
た
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。「
考
え
て
お
き
ま
す
」
も
再

度
連
絡
が
く
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

困
っ
た
勧
誘

　
断
る
言
葉
と
し
て
は
「
お
断
り
し

ま
す
」「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」「
い
り

ま
せ
ん
」「
契
約
し
ま
せ
ん
」
な
ど

が
良
い
で
し
ょ
う
。
断
る
理
由
を
言

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
今
は
忙

し
い
」と
言
う
と「
ま
た
に
し
ま
す
」

「
お
金
が
な
い
」
と
言
え
ば
「
分
割

払
い
が
で
き
る
」
と
な
か
な
か
引
き

下
が
り
ま
せ
ん
。
勧
誘
し
て
も
無
駄

だ
と
分
か
ら
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
し
つ
こ
い
場
合
は
「
お
帰
り
く
だ

さ
い
」
と
言
い
ま
し
ょ
う
。

　
電
話
で
勧
誘
さ
れ
た
場
合
は
、
手

短
に
切
り
ま
し
ょ
う
。
強
引
な
場
合

は
「
二
度
と
電
話
し
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
毅
然
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
普
段
は
留
守
番
電
話
に
し
て
お
き

必
要
あ
れ
ば
か
け
直
す
、
発
信
者
番

号
表
示
を
活
用
し
知
ら
な
い
電
話
に

は
応
じ
な
い
な
ど
の
対
策
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

　
お
店
で
勧
誘
さ
れ
た
場
合
は
「
帰

り
ま
す
」
と
早
々
に
そ
の
場
を
立
ち

去
り
ま
し
ょ
う
。

　
断
る
言
葉
は
、
使
い
慣
れ
て
い
な

い
と
す
ぐ
に
口
か
ら
出
ま
せ
ん
の
で
、

自
宅
や
地
域
の
会
合
な
ど
で
大
き
な

声
で
断
る
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
断
る
言
葉
を
紙
に
書
い
て
、
電
話

機
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
前
に
貼
る
こ

と
も
お
す
す
め
で
す
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前
10
時

〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

191

〜
断
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
〜

◆
事
業
の
経
緯

　
昭
和
59
年
3
月
に
印
旛
郡
市
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
水
道
企
業
部

（
以
下
、
印
広
水
）
か
ら
の
浄
水
を

水
源
と
し
て
配
水
場
よ
り
給
水
区
域

へ
配
水
す
る
事
業
認
可
を
取
得
し
ま

し
た
が
、
昭
和
62
年
9
月
か
ら
給
水

を
開
始
し
現
在
に
至
る
ま
で
市
営
水

道
事
業
の
給
水
は
、
印
広
水
か
ら
暫

定
受
水
（
県
営
水
道
送
水
管
よ
り
分

岐
し
た
印
広
水
送
水
管
か
ら
直
接
受

水
）
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　
暫
定
受
水
の
場
合
、
配
水
管
の
水

圧
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
現
在
、
冨
士
お
よ
び
富
塚
地
区

の
末
端
水
圧
の
測
定
箇
所
で
は
、
法

定
水
圧
値（
0
・
1
5
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

付
近
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
給
水
区
域
の
拡
大
や
区
域

内
の
宅
地
開
発
な
ど
に
よ
る
給
水
人

口
の
増
加
に
よ
り
水
圧
低
下
地
区
が

さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

水
の
安
定
給
水
が
困
難
と
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
現
状
か
ら
、
市

営
水
道
事
業
の
将
来
に
わ
た
る
安
定

給
水
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
平
成
22

年
度
水
道
施
設
建
設
計
画
に
よ
り
国

庫
補
助
金
を
活
用
し
、
平
成
30
年
度

に
配
水
場
を
稼
動
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
26
年
度
に
配
水
場
基
本
設
計
書

を
策
定
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
配
水
場
建

設
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

◆
配
水
場
建
設
の
目
的
・
効
果

　
配
水
場
の
稼
動
に
よ
り
給
水
量
の

時
間
や
日
変
動
、
水
圧
調
整
に
対
応

が
で
き
、
現
状
の
暫
定
受
水
に
よ
る

水
圧
不
足
の
解
消
、
受
水
量
の
平
準

化
に
よ
る
受
水
費
用
（
基
本
料
金
）

の
節
減
と
水
質
や
施
設
事
故
な
ど
の

非
常
時
対
応
が
可
能
と
な
り
安
定
給

水
が
図
れ
ま
す
。
ま
た
、
配
水
場
の

配
水
池
の
容
量
は
3
、
1
0
0
立
方

㍍
で
、
震
災
時
な
ど
非
常
時
に
お
け

る
飲
料
水
の
確
保
が
で
き
ま
す
。

◆
配
水
場
の
基
本
設
計
概
要

建
設
場
所
　
白
井
市
根
10
―
6
番
外

（
市
有
地
約
7
、
0
0
0
平
方
㍍
）

【
配
水
池
】

容
量
　
3
、
1
0
0
立
方
㍍
（
水
質
・

施
設
事
故
、
災
害
時
応
急
給
水
な
ど

を
考
慮
し
て
、
給
水
区
域
の
計
画
1

日
最
大
給
水
量
の
12
時
間
分
、
2
、

9
0
0
立
方
㍍
に
消
火
用
水
2
0
0

立
方
㍍
を
加
算
）

構
造
形
式
　
地
上
式
円
形
の
プ
レ
ス

ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

【
管
理
棟
】

構
造
形
式
　
2
階
建
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
、
1
階
5
6
5
平
方

㍍
、
2
階
3
0
4
平
方
㍍
（
設
備
機

器
、
維
持
管
理
な
ど
に
必
要
な
最
小

ス
ペ
ー
ス
）

所
要
室
お
よ
び
設
備

1
階
　
配
水
ポ
ン
プ
室
（
ポ
ン
プ

5
台
設
置
）、
次
亜
塩
素
注
入
機
室
、

水
質
計
器
室
、自
家
用
発
電
機
室（
停

電
な
ど
の
緊
急
用
と
し
て
デ
ィ
ー
ゼ

ル
機
関
24
時
間
連
続
運
転
機
を
1
台

設
置
）
な
ど

2
階
　
電
気
室
、
監
視
室
、
便
所
な
ど

管
理
方
式
　
常
時
無
人
の
遠
方
監
視

方
式
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
に
よ

り
常
時
監
視
）

◆
概
算
事
業
費

　
配
水
建
設
総
事
業
費
の
見
込
み
額

は
約
14
億
円
で
す
。
内
訳
と
し
て
、

配
水
場
建
設
費
約
12
億
7
千
万
円
、

配
水
場
建
設
に
係
る
各
種
設
計
・
調

査
費
約
7
千
万
円
、
配
水
管
布
設
費

約
6
千
万
円
で
、
国
庫
補
助
金
を
約

4
億
円
見
込
ん
で
い
ま
す
。

※
配
水
場
建
設
に
伴
う
現
在
の
水
道

料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
予
定

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

問
　
上
下
水
道
課
計
画
建
設
班
　
内

線
3
4
5
1
〜
3

市
営
水
道
事
業
の
安
定
給
水
を
行
う
た
め

配
水
場
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

整備スケジュール

年度 概　要

平成26 ・配水場基本設計
平成27 ・配水場および配水管の実施設計
平成28
～ 30

・配水場建設工事（土木・建築、
電気・機械設備）・配水管布設工事

平成30 ・印広水からの送水管接続工事
・配水場の稼働準備（配水池、配
水管の洗浄、試運転）、稼働

配水場建設箇所

国道
16号線

道
街
子
原
河

県道
市川
・印
西線

白井コミュニティセンター

本白井郵便局白井中学校

神崎川

市道
02-001 号線

入口　W=8㍍

配水池
外径約 30㍍
高さ 8.6㍍

管理棟
15㍍× 35㍍

雨水調整池

流量計室

敷地境界線

ミ
ニ
懇
談
会 

　
ま
ち
づ
く
り
の
身
近
な
問
題
な
ど

に
つ
い
て
少
人
数
で
市
長
と
懇
談
し
、

意
見
交
換
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
自
治
会
、
任
意
団
体
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
10
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

テ
ー
マ
　
自
由

時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
9
時
ま

で
の
1
時
間
30
分
程
度
（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
開
催
可
）

※
会
場
の
手
配
や
当
日
の
進
行
、
参

加
者
へ
の
開
催
通
知
な
ど
は
、
申
込

者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル

で
申
込
者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
テ
ー
マ
、
希
望
日
時
、
予
定

会
場
、
参
加
予
定
人
数
を
記
入
の

上
、
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班
　
内

線
3
3
7
1
・

h
isy
o
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

案内図

配水場全体配置図
（敷地面積　約7,000平方㍍）

※これまで寄附者氏名を紙面で公表していましたが、寄附者の増加に伴い、市のホー
ムページ内で公表させていただきます。ご了承ください。

事業 寄附金額

産業の振興に関する事業 100,000円

防災対策の推進に関する事業 20,000円

教育の充実に関する事業 246,052円
文化の振興及び文化財の保護
に関する事業 15,000円

スポーツの振興に関する事業 32,000円

公共施設の整備に関する事業 10,000円

寄附者が希望する事業 40,000円

事業の指定なし 850,076円

事業 寄附金額

防犯対策及び交通安全対策の
推進に関する事業 20,000円

市民活動の推進に関する事業 35,000円

国際交流の推進に関する事業 30,000円

高齢者及び障害者の福祉の向
上に関する事業 508,000円

子育て支援の充実に関する事業 699,052円

健康づくりの推進に関する事業 35,000円

環境の保全に関する事業 140,000円

「まちづくり寄附金」受け入れ状況

3月23日から6月30日までの合計 2,780,180円
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夏休みに入るこの時期は、子どもたちや若者の気持ちが開放されることから起こる事故や、行楽シーズンに伴う交通量の増加などに
よる事故が発生することが懸念されます。
 　「事故を起こさない」だけではなく「事故に遭わない」ためにも、一人一人が交通ルールと交通マナーを守って、事故防止に努めましょう。
◆交通安全運動の重点目標
　●子どもと高齢者の交通事故防止●自転車の安全利用の推進●全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　●飲酒運転の根絶

20日㈪から31日㈮までは夏の交通安全運動週間です！
～思いやり　ゆとりは無事故へ　つづく道～

　6月9日、市内在住の岩井誠さんから、青色回転灯を装備した防犯パ
トロール車が寄贈され、市役所で贈呈式を行いました。
　最新の青色回転灯とドライブレコーダーも装備され「走る防犯カメ
ラ」としての効果も期待されます。
　市では、防犯活動強化のためのパトロールに活用してまいります。

　防犯指導員は、市民の安心・安全のために防犯パトロールや啓発活動、防犯施設の点検および地域の皆さんからの意見・要望を警察や
関係機関に伝達するなどの活動をボランティアで行っています。
　今年度委嘱した139人の防犯指導員の皆さんは、下表のとおりです。（敬称略）

「青色防犯パトロール車両」
が寄贈されました

防 犯 指 導 員 を 委 嘱 し ま し た

第一小学校区地区名 氏名

神々廻 山崎守
白井自治会 秋本清

下長殿自治会 髙橋金二郎

上長殿 芦田義行

法目 伊藤誠司

白井木戸区 橋本隆次

七次自治会 宇賀恭一

木地区自治会 渡邉清治

河原子区 大塚浩

木第二自治会 山田正信

第一小学校区PTA 髙花宏行

秋本裕司

第二小学校区地区名 氏名

折立区 菅野正則

富塚区 川上雅弘

中区 小林幸一

中峠団地自治会 鎌田一

白井工業団地自治会 竹内幸雄

名内区 血脇秀夫

小名内 小松幸一

岩井誠

今井 酒井博光

染谷善市

平塚東 寺田幸治

平塚西 増田公

第二小学校区PTA 増田道恵

冨澤隆

第三小学校区地区名 氏名

復四町会 石原富男

丸山自治会 武藤芳夫

白井木戸自治会 岩永光正

冨士南園区自治会 堀井雅俊

五木田好功
栄区 菊地輝雄

富澤賢司

佐古恭一

熊野末廣

植木菊丸

湯浅茂

第三小学校区地区名 氏名

栄区 杉本光雄

小金谷恒久

冨士自治会 中台辰雄

冨士東自治会 永友英信

梅木博幸

堀寿

冨士西自治会 素田宗幸
太田政輝

白井ロジュマン自治会 瀬川巧

オージーコートヴィ
レッジ自治会

山田裕紀

第三小学校区PTA 木口智恵子

大山口小学校区地区名 氏名

大松自治会 村上幸男

大山口一丁目自治会 松野安男

大山口一丁目東自治会 秋澤誠之

大山口二丁目町会 柴田邦宏

池本順一
グランピア西白井団地
自治会

斎藤康史

西白井1丁目自治会 津田次雄

鎌形良夫

西白井2丁目自治会 田中和八

小川学志
三宅巧将

千葉信行

大山口小学校区PTA 平野一久
加藤秀明

清水口小学校区地区名 氏名

千草自治会 遠田良次

中木戸区 大出哲男

清水口第一地区自治会 髙田金三

清水口第3住宅管理組合
コミュニテイ委員会

備家恵栄一

清水口第二分譲住宅自
治会

関英雄

清水口第四住宅自治会 戸谷弘美

清水口団地自治会 谷口晴夫

清水口3丁目自治会 福田省一

清水口八幡自治会 亀山美由紀

清水口小学校区地区名 氏名

プラザ西白井1番街団地
管理組合

橋本祐司

ライフブロード西白井
自治会

横田知之

エクセレントタウン
自治会

近藤和之

アーベイン西白井自治会 黒添誠

清水口小学校区PTA 中原康雄

渡辺真巨

七次台小学校区地区名 氏名

百合ケ丘自治会 今村功

七次台自治会 杉山昌之

七次台三丁目自治会 井門勝好

七次台四丁目自治会 吉澤寿二

野口自治会 清水美香

河合康尚

クレイドルガーデン西
白井自治会

中里直樹

西白井3丁目自治会 中桐順宏

二分山台自治会 渡邊竜也
七次台小学校区PTA 山本香緒利

亀川香

南山小学校区地区名 氏名

富ヶ谷 高橋弘

笹塚3丁目自治会 伊東守

南山一丁目自治会 長谷川理

南山第一住宅管理組合 中村俊之

グリーン南山自治会 志摩哲哉

アーバンエクセル白井
自治会

河﨑敏子

篠﨑慶子

パークハイツ南山自治会 川口力三

南山二丁目自治会 北島史男

南山3丁目自治会 田中雪男

堀込第一自治会 髙玉力

堀込第二住宅管理組合 五十嵐勝昭

小林一成

プリスタ団地管理組合 脇部高男

南山小学校区PTA 阪野雄

黒島衆慈

池の上小学校区地区名 氏名

富ヶ沢区 武藤茂樹
堀込第三住宅自治会 中村光三

堀込第四住宅管理組合
コミュニテイ部

飛田毅

堀込第五団地管理組合 海老原重人

中銀白井マンシオン
自治会

恒村則之

白井池の上管理組合自
治会

堀川孝治

池の上一丁目南自治会 早川惠美子

三関和美
ガーデンハウス白井町会 中山清

池の上2丁目自治会 神山惠雄

岡﨑常利

池の上3丁目町内会 栗原幸雄

ひまわり自治会 秋元康太

白井小町自治会 橋本圭司

池の上小学校PTA 押田知之

鈴木康弘

桜台小学校区地区名 氏名

十余一区 齋藤豊

清戸区 大川宏

谷田区 出浦幸雄

桜台3番街自治会 倉持五郎

桜台4番街自治会 兎澤宏和

プロムナード桜台6番街
団地六桜会

伊藤嘉勝

桜苑弐番街自治会 北條泰之

コープシティ桜台自治会 久志田関資

ミサワホームズ千葉桜
台自治会

平塚さとみ

桜苑壱番街自治会 岩下洋子
金田裕美
柴田圭子
三亀宏典

桜台3丁目自治会 平野正孝

岩橋史生

周藤好次
桜台12番街自治会 加古政彬

桜台小学校区PTA 平川正之

岡田龍二

■問　市民安全課交通防犯班　内線3321・2、印西警察署生活安全課　☎0476（42）0110

岩井誠さん（左）から市へ青色防犯パトロール車両が寄贈されました
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平
成
26
年
の
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

低
所
得
者
へ
の
配
慮
と
し
て
平
成
26

年
度
に
給
付
さ
れ
た
「
臨
時
福
祉
給

付
金
」
が
、
本
年
度
も
10
月
か
ら
1

年
間
の
影
響
分
と
し
て
支
給
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

給
付
対
象
者
　
平
成
27
年
度
分
市
民

税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

※
課
税
者
の
扶
養
に
と
ら
れ
て
い
る

場
合
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

と
な
っ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

給
付
額
　
対
象
者
1
人
に
つ
き

6
、
0
0
0
円
（
本
年
度
は
年
金
受

給
者
な
ど
の
加
算
は
な
し
）

支
給
開
始
日

　
10
月
1
日
㈭
か
ら

※
10
月
1
日
㈭
に
支
給
を
受
け
る
に

は
9
月
11
日
㈮
ま
で
の
申
請
が
必
要

で
す
。

◆
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

【
申
請
期
間
】　
7
月
21
日
㈫
〜
10

月
30
日
㈮
（
必
着
）

【
申
請
先
】　
平
成
27
年
1
月
1
日

に
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村

な
ど
　

【
申
請
方
法
】

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
添

付
書
類
を
添
え
て
、
原
則
郵
送
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
、
7
月
17
日
㈮
に
対
象

に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
世
帯
な

ど
に
「
非
課
税
で
あ
る
旨
の
通
知

書
」
に
同
封
し
発
送
し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

　
扶
養
の
状
況
な
ど
に
よ
り
対
象
者

全
て
の
人
に
申
請
書
が
送
付
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
申
請

書
が
送
付
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も

審
査
の
結
果
、
要
件
に
該
当
し
な
い

場
合
は
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
　
社
会
福
祉
課
厚
生
班
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
2

「臨時福祉給付金」の“振り
込め詐欺や“個人情報の詐取”
にご注意ください！

　給付金の申請内容に不明な点があった場
合、市から内容確認の問い合わせを行うこ
とがありますが、ATM（現金自動預払機）
の操作をお願いしたり、給付金を支給する
ためにその手数料などの振り込みを求める
ことは絶対にありません。
　もし不審な電話がかかってきた場合は、
すぐに市の窓口や印西警察署　☎0476（42）
0110または警察相談専用電話（♯9110）
に連絡をしてください。

〜
申
請
期
間
は
、

　
7
月
21
日
㈫
か
ら
10
月
30
日
㈮
ま
で
で
す
〜

平
成
27
年
度

   
臨
時
福
祉
給
付
金
の
お
知
ら
せ

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

運
動
カ
フ
ェ
　
　
　
　
　

　
　
〜
歩
（
あ
ゆ
み
）
〜

　
認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
、「
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
住
民
、

専
門
職
な
ど
誰
も
が
参
加
で
き
、
気

軽
に
集
え
る
場
」
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
、
相
談
も
で
き
、
ほ
っ
と
一
息
で

き
る
場
所
と
し
て
誰
で
も
参
加
で
き

る「
運
動
カ
フ
ェ
〜
歩（
あ
ゆ
み
）〜
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
簡
単
な
運
動
が
体
験
で
き

る
カ
フ
ェ
で
す
。
少
し
だ
け
体
を
動

か
し
て
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
送
迎
も
で
き
ま
す
の
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
18
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

場
所
　
白
井
の
家
壱
番
館
デ
イ
サ
ー

白井聖仁会病院　布施秀樹医師
●先生の担当を教えてください
　専門は腎泌尿器科で、40年間専門
にしています。大学病院に35年間勤
務していましたが、最先端の研究を
活用して、前立腺がんなどの泌尿器
のがんや排尿障害などの患者さんを
診療し、腎不全の患者さんには透析
や腎移植などの手術をしていました。
　透析医療に若い頃より積極的に取
り組んできたことや、大学では透析部
長を長年経験した関係もあり、今の
病院では透析科の担当をしています。

●透析というとあまりなじみがありませんが・・・
　腎臓の働きが低下すると本来尿として出るべき老廃物が体に溜
まってしまうため、人工的に血液を浄化する必要があります。その
ことを透析と言います。透析になる原因の病気は慢性糸球体腎炎、
腎硬化症、糖尿病性腎症などがありますが、最近では糖尿病性腎症
が一番多く、糖尿病がある場合には心筋梗塞や脳梗塞などの合併症
を引き起こす可能性も高いため、全身の管理が欠かせません。糖尿
病や糖尿病性腎症は予防できる病気ですので、悪化しないように生
活習慣などに気をつけてほしいと思います。
●診察するときのモットーや心がけていることは
　一人一人に合わせた治療を行うように心がけ、自分の身内を診察
するような気持ちで丁寧に診るようにしています。また、医学は日
進月歩ですので学会などに参加して最新の知見を取り入れて診察す
るようにしています。
●患者さんへのメッセージをお願いします
　白井聖仁会病院にはさまざまな診療科がありますので、総合的に診
察を受けることができます。透析科の患者さんも外科や整形外科など
に紹介することがあります。入院施設もありますので、普段は近くの
かかりつけのクリニックや診療所で診察を受けている人でも、精密検
査や入院が必要な場合には当院を受診するといったように、診療所と
病院を上手に使い分けていただきたいと思います。
白井聖仁会病院　池の上1－15－1　☎（491）3111

私のまちのかかりつけ医

布施秀樹医師

　市内の小学校はもうすぐ夏休
みとなりますが、学童保育所を
利用する子どもたちは、学童保
育所がある学校へ通っています。
　最近、子どもを狙った悪質な
犯罪が各地で発生しています。
　不審者に関する情報も頻繁に
聞かれるため、保護者や指導員
もできる限り送迎や見守りをし
ていますが、見守りなどの体制
は十分ではなく、少人数で学童

保育所へ通っている場合も少な
くありません。
　学童保育所に通う子どもたち
を守るためだけでなく、休み中
の子どもたちが安全・安心に過
ごせるように、地域の皆さんに
も、買い物や散歩などで外に出
た際には、朝や夕方に子どもた
ちの見守りをお願いします。
■問　保育課保育班・白井市学
童保育連絡協議会　☎（497）
3487

学童保育通所児の見守り
に協力をお願いします

ビ
ス
歩
（
白
井
）

内
容
　
喫
茶
、
棒
体
操
、
体
を
知
る

セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ニ
ア
の
た
め
の
食
事

セ
ミ
ナ
ー
、
介
護
・
認
知
症
に
関
す

る
相
談
会
な
ど

参
加
費
　
1
0
0
円
（
飲
み
物
代
）

※
申
し
込
み
不
要

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
4
、
白
井
の
家

壱
番
館

　
☎
（
4
9
8
）
3
0
0
3

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

印
旛
郡
大
会
結
果
発
表

　
6
月
4
日
㈭
に
成
田
市
で
「
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
印
旛
郡
大
会
」
が

行
わ
れ
「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
部
」

で
は
笹
塚
在
住
の
矢
作
舞
さ
ん
、
舞

姫
さ
ん
親
子
が
、「
高
齢
者
の
よ
い

歯
の
部
」
で
は
堀
込
在
住
の
窪
田
元

子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

金か
な
や
ま
お
と
し

山
落

　
鎌
ケ
谷
境
に
源
を
発
し
、
柏
と

の
境
を
流
れ
て
手
賀
沼
に
注
ぐ

川
を
現
在
「
金
山
落
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
江
戸
期
に
は
「
富
塚

藤
ヶ
谷
境
川
」
や
「
藤
ヶ
谷
村
境

悪あ
く
す
い
ぼ
り

水
堀
」、明
治
・
大
正
期
に
は「
名

内
川
」
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

　
手
賀
沼
流
域
に
は
金
山
落
の
ほ

か
に
も
川
と
呼
称
し
な
い
河
川
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代

の
「
悪

あ
く
す
い
お
と
し
ぼ
り

水
落
堀
」
に
由
来
す
る

人
工
河
川
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で

す
。「
悪
水
」
と
は
利
用
で
き
な

い
不
要
な
水
の
こ
と
で
、
生
活
排

水
や
大
雨
で
台
地
か
ら
流
れ
落
ち

て
く
る
落お

ち
み
ず水
な
ど
を
指
し
ま
し
た
。

こ
れ
と
は
逆
に
必
要
と
さ
れ
た
水

が
「
用
水
」
で
、「
用
水
溝み

ぞ
」
と

呼
ん
だ
人
工
河
川
も
あ
り
ま
し
た
。

堀
と
溝
は
構
造
が
違
い
、
堀
は
土

手
が
付
い
て
流
水
を
周
囲
に
あ
ふ

れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し

た
。
つ
ま
り
、「
悪
水
落
堀
」
は

土
手
を
伴
っ
た
排
水
路
と
い
う
意

味
で
す
。「
金
山
」
は
柏
市
域
の

地
名
で
、
昔
か
ら
手
賀
沼
の
水
源

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
来
の
金
山
落
は
手
賀
沼
の
洪

水
を
防
ぐ
た
め
の
排
水
路
と
し
て

計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
手
賀
沼
干

拓
の
歴
史
と
深
く
関
わ
り
ま
す
。

手
賀
沼
の
干
拓
は
江
戸
時
代
の
明

暦
頃
（
1
6
5
5
〜
）
か
ら
始
ま

り
、
何
度
も
洪
水
で
開
墾
地
を
失

い
な
が
ら
完
成
し
た
の
が
昭
和
43

年
（
1
9
6
8
）
の
こ
と
で
す
。

『
手
賀
沼
沿
革
史
』
に
よ
る
と
金

山
落
は
井
澤
弥や
そ
べ
え

惣
兵
衛
が
享
保
12

年
（
1
7
2
7
）
に
設
計
し
た
も

の
で
、
市
内
平
塚
地
区
関
係
の
古

文
書
で
は
、
享
保
期
の
開
墾
地
が

洪
水
で
壊
滅
し
た
後
の
元
文
4
年

（
1
7
3
9
）
に
改
修
さ
れ
た
と

も
新
設
さ
れ
た
と
も
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
堀
幅
は
6
間
（
約
11
㍍
）

で
両
側
に
狭
堤
と
い
う
土
手
を
設

け
、
総
延
長
は
5
千
5
百
間
（
約

10
㌔
㍍
）
で
、
手
賀
沼
周
囲
台
地

の
下
を
廻ま

わ
ら
せ
て
利
根
川
へ
排
水

さ
せ
る
計
画
で
し
た
。
平
塚
村
絵

図
な
ど
を
見
る
と
、
古
く
か
ら
の

谷
津
田
と
手
賀
沼
開
墾
地
の
境
に

落
堀
を
設
け
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
が
、
完
成
は
し
な
い
ま
ま

市
内
の
今
井
地
区
や
平
塚
地
区
で

は
、
幕
末
頃
に
な
る
と
田
畑
へ
転

換
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
な
ぜ
「
名
内
川
」
か
ら
「
金
山

落
」
へ
と
呼
び
方
が
変
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
農
業
の

機
械
化
で
田
地
の
乾
田
化
や
耕
地

整
理
が
行
わ
れ
た
結
果
、
名
内
川

は
用
水
の
供
給
源
で
あ
っ
た
川
か

ら
、
落
堀
の
よ
う
な
排
水
路
に
変

わ
り
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
金
山

落
の
名
が
復
活
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

天保8年（1837）
平塚村絵図（下方が手賀沼）
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公  

水
遊
び

　
み
ん
な
で
仲
良
く
水
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
7
月
29
日
㈬
〜
8
月
1
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
雨
天

中
止
）

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
各

日
10
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
ぬ
れ
て
も
い
い
服
か
水
着
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
着
替
え

申
　
7
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

白  

プ
ー
ル
開
放

　
プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
8
月
5
日
㈬
・
6
日
㈭
・
19

日
㈬
・
20
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
（
雨
天
中
止
）

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
自

由
参
加
）

持
ち
物
　
水
着
か
水
遊
び
パ
ン
ツ
、

タ
オ
ル
、
つ
ば
が
あ
る
帽
子
、
サ
ン

ダ
ル
、
飲
み
物
、
着
替
え

※
プ
ー
ル
に
入
る
前
に
検
温
な
ど
の

健
康
観
察
を
行
い
ま
す
。

駅  

チ
ビ
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　「
ピ
カ
ピ
カ
こ
ま
」
作
り
を
し
て
、

み
ん
な
で
こ
ま
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
8
月
5
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
1
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
、
持

ち
帰
り
の
菓
子
代
）

申
　
7
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

子

ど

も

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

西  

レ
ク
ホ
ー
ル
開
放

　
友
達
や
家
族
を
誘
っ
て
、
み
ん
な

で
体
を
動
か
し
て
遊
ぼ
う
。

 ①「親子で工作」
　お父さんやお母さんと一緒にの
こぎりを使って、間伐材から自分
だけの積み木を作ります。
　作った後は、積み木でゲームを
して遊ぼう。
日時　7月26日㈰　午前10時～正午
対象　小学1～ 4年生とその保護者
16組（申し込み順）

講師　株式会社樹
き

楽
らく

製作所　佐々木重孝代表取締役
持ち物　エコバッグなどの大きめの袋

②「陶芸にチャレンジ」～たのシーサー♪～
　オリジナルの沖縄の魔除け「シーサー」を作ろう。
日時　8月4日㈫　午前10時～正午
対象　小学生　15人（申し込み順）
※小学2年生以下は保護者が同伴
してください。
講師　陶芸クラブ倫土　新井正次
代表
参加費　1,500円（材料費）

③「液体窒素であそぼう」
　「消しゴムが爆発する？」「ゴムボールが粉々？」
みんなで楽しい実験をしよう。
日時　8月8日㈯　午前10時～正午
対象　小学4～ 6年生　20人（申し込み順）
講師　南山中学校　伊藤隆三教諭
持ち物　筆記用具
■申　①は7月22日㈬、②と③は7月25日㈯までに電話
か直接桜台センターへ

日
時

　
31
日
㈮

　
午
前
9
時
〜
正
午

対
象

　
18
歳
未
満
の
人
（
自
由
参
加
）

持
ち
物

　
飲
み
物
、
上
履
き

※
未
就
学
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

公  

作
っ
て
み
よ
う

　
く
る
く
る
ま
わ
す
と
キ
ラ
キ
ラ
の

テ
ー
プ
が
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
よ
う
に
見

え
て
と
て
も
き
れ
い
な
「
キ
ラ
キ
ラ

シ
ャ
ボ
ン
玉
」
を
作
ろ
う
。

日
時

　
8
月
4
日
㈫

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象

　
小
学
生

　
10
人
（
申
し
込
み

順
）

参
加
費

　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
24
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
開
放

　
み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ

を
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
8
月
4
日
㈫
・
25
日
㈫

　

午
後
2
時
〜
4
時

持
ち
物

　
飲
み
物
、
上
履
き

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

※
未
就
学
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

駅
ド
リ
ー
ム
・
パ
ス

ポ
ー
ト

　
保
育
園
や
幼
稚
園
の
先
生
を
目
指

し
て
い
る
皆
さ
ん
、
乳
幼
児
と
の
ふ

れ
あ
い
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
①
8
月
4
日
㈫
・
午
後
3
時

〜
4
時
、
5
日
㈬
・
午
前
9
時
30
分

〜
正
午
　
②
8
月
18
日
㈫
・
午
後
3

時
〜
4
時
、
19
日
㈬
・
午
前
9
時
30

分
〜
正
午

対
象

　
中
学
・
高
校
生

　
各
回
5
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
上
履
き
、
筆

記
用
具

申
　
8
月
1
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

西  

レ
ッ
ツ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
動
物
パ
ン
を
作
ろ
う
。

日
時

　
8
月
8
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
10

組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー

　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

  白  キッズフェス（夏まつり）
　友達や家族と一緒にゲー
ムを楽しんで、夏の思い出
作りをしよう。
日時　8月1日㈯　
午前10時～午後4時
内容・対象　下表のとおり

内容 対象

10：00 ～ 12：00マンカラ大会 小学生以上　30人
（申し込み順）

13：00 ～ 15：00ゲームコーナー 幼児～高校生（幼
児は保護者同伴）15：00 ～ 16：00ビンゴ大会

※マンカラ大会は午前9時から、ゲームコーナーは
午後2時30分まで受け付けを行います。

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
上
履
き

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
8
月
2
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福   

理
系
ナ
ビ
「
D
N
A

検
出
体
験
講
座
」

　
野
菜
と
大
豆
か
ら
「
D
N
A
」
を

抽
出
し
て
み
よ
う
。

　
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
に
ピ
ッ
タ
リ

な
講
座
で
す
。

日
時

　
8
月
13
日
㈭

　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
中
学
・
高
校
生
　
15
人
（
申

し
込
み
順
）

講
師
　
N
P
O
法
人
く
ら
し
と
バ
イ

オ
プ
ラ
ザ
21
　
佐
々
義
子
常
務
理
事

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ

申
　
8
月
4
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シーサー

  桜   

みんなでマンカラを楽しもう

積み木で遊ぼう♪

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
参
加
者
募
集

　
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

で
は
地
域
の
行
事
な
ど
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
主
に
小
学
生
に
対
し
、

ゲ
ー
ム
や
野
外
活
動
の
指
導
を
す
る

青
少
年
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
た
め
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

必
要
な
こ
と
を
勉
強
す
る
と
と
も
に
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
と
の
出
会
い
を
通

し
て
、
互
い
に
学
び
あ
う
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
下
表
の
と
お
り

※
日
程
・
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
5
・

6
年
生

　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費
　
6
、
5
0
0
円
（
保
険
代
・

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
　

絵
本
と
音
楽
で
つ
づ
る

　「
星
の
も
の
が
た
り
」

　
子
ど
も
た
ち
に
音
楽
の
楽
し
さ
を

伝
え
て
い
る
「
ル
ロ
ッ
ト
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」
が
き
ま
す
。
今
回
は
音
楽

と
絵
本
の
朗
読
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

夏
の
星
座
の
解
説
も
あ
り
ま
す
。

日
時

　
8
月
11
日
㈫

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

場
所

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム
内

対
象

　
5
歳
〜
小
学
生

　
70
人
（
申

し
込
み
順
・
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
市
内
在
住
者
は
本
日
か
ら
、

市
外
在
住
者
は
18
日
㈯
か
ら
電
話
か

直
接
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎
（
4
9

2
）
1
1
2
5
へ

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
8
月
21
日
㈮
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

50
分

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

材
料
費
ほ
か
）

※
1
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
の
宿
泊
研

修
は
、
外
部
団
体
の
研
修
に
参
加
し

ま
す（
参
加
費
が
別
途
掛
か
り
ま
す
）。

申
・
問

　
は
が
き
に
参
加
者
の
氏
名
、

住
所
、
学
校
名
、
学
年
、
保
護
者
氏

名
を
記
入
の
上
、
8
月
14
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

班
　
内
線
3
4
3
3
へ

ジュニアリーダー養成講座
日程 内容

9月12日㈯ 開講式ほか
11月21日㈯・
22日㈰

宿泊研修
（手賀の丘少年自然の家）

12月13日㈰ クリスマスクラフト作りほか

1月30日㈯・
31日㈰

千葉県ジュニアリーダー初級
認定講習会（印旛郡市子ども
会育成連盟主催）　

2月14日㈰ 閉講式と学習発表会

　　～青少年相談員連絡協議会　お寺で宿泊体験～
「二日坊主よっ寺っしゃい」参加者募集
　市内のお寺に泊まり、友達と一緒に朝早く起きて座禅をしたり、静かに気持
ちを集中して写経をしたりします。また、青少年相談員との交流もあります。
　夏休みに、お寺で楽しい思い出を作ってみませんか。
日程　８月29日㈯・30日㈰　
※午後２時までに市役所に集合してください。解散は正午を予定しています。
場所　長楽寺（根）
対象　市内在住および在学の小学4年生～中学生　20人（応募者多数の場合は
抽選）
持ち物　着替え、洗面用具、タオルケット、コップ、懐中電灯、習字セット、
虫よけ、雨がっぱ、保険証のコピー
※入浴はできません。携帯電話やゲーム機、菓子などの持ち込みは禁止です。
参加費　1,500円（保険代、食糧費ほか）
■申・■問　往復はがきに住所、氏名、電話番号、性別、生年月日、学校名、学年、
アレルギーなど特別な配慮が必要なことを記入の上、7月31日㈮（必着）まで
に市青少年相談員連絡協議会事務局（生涯学習課内）　内線3433へ
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高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
ミ
ニ
企
画
展
＆
最
新
出
土
考
古
資

料
展

　
ミ
ニ
企
画
展
「
争
い
の
痕
跡
」
と

し
て
考
古
学
か
ら
見
た
戦
争
の
様
相

が
伺
え
る
弥
生
時
代
の
遺
跡
や
近
代

の
佐
倉
城
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
「
最
新
出
土
考
古
資
料
展
」

と
し
て
縄
文
時
代
か
ら
平
安
時
代
の

集
落
跡
や
古
墳
の
主
体
部
の
調
査
成

果
も
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
〜
平
成
28
年
6
月
24
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
年
末

年
始
休
館
）　
場
所
　
公
益
財
団
法

人
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
佐

倉
市
）　
入
館
料
　
無
料

問
　
公
益
財
団
法
人
印
旛
郡
市
文
化

財
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
4
8
4
）

0
1
2
6

◆
神
崎
川
を
守
る
し
ろ
い
八
幡
溜
の

会
「
メ
ダ
カ
救
出
作
戦
2
0
1
5
」

　
下
水
道
整
備
工
事
前
の
水
路
か
ら

メ
ダ
カ
な
ど
、
川
の
生
き
物
を
救
出

し
ま
す
。

日
時
　
7
月
23
日
㈭
、
8
月
8
日
㈯

午
前
9
時
〜
11
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所
　
け
や
き
台
緑
地
　
対
象

小
学
生
〜
一
般
　
各
日
15
人
（
申
し

込
み
順
）

※
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
3
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
7
月
19
日
㈰
ま
で
に
電
話

で
寺
園
☎
0
9
0
（
8
1
0
7
）
2

7
6
3
へ

◆
カ
フ
ェ
ブ
ラ
ン
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
古
着
や
リ
サ
イ
ク
ル
品
な
ど
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

軽
食
の
販
売
も
あ
り
ま
す
の
で
家
族

で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
25
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

問
　
カ
フ
ェ
ブ
ラ
ン

　
根
本
☎
0
8

0
（
6
5
7
2
）
9
9
7
8

◆
木
工
教
室

　
木
を
使
っ
て
作
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
25
日
㈯
、
8
月
1
日
㈯

（
全
2
回
）　
午
後
1
時
〜
4
時

※
1
日
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

場
所

　
ぽ
れ
ぽ
れ
・
ち
ば
自
立
訓
練

事
業
所
第
2
ぽ
け
っ
と
（
根
）　

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
1
作
品
1
、0
0
0
円（
材

料
費
）

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
し
ら

ゆ
り
の
会
　
村
松
☎
・

0
4
7
6

（
9
7
）
0
8
5
7
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
成
田
市
中
央
公
民
館
　
対
象

一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
親
子
体
験
教
室

　
犬
の
し
つ
け
方
な
ど
を
学
べ
ま
す
。

日
程
　
7
月
30
日
㈭
、
8
月
6
日
㈭
・

12
日
㈬
・
25
日
㈫
　
場
所
　
千
葉
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富
里
市
）

対
象
　
小
学
4
か
ら
6
年
生
ま
で
と

そ
の
保
護
者
　
各
日
5
組
（
申
し
込

み
順
）　
参
加
費
　
無
料

※
時
間
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
送
迎
が
可
能
な
場
合
は
、

子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問

　
7
月
21
日
㈫
か
ら
各
開
催

日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
千
葉
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
7
6
（
9

3
）
5
7
1
1
へ

◆
白
井
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
会
員

募
集

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
誰
に
で
も
簡
単

に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
少
し
考

え
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
す
。
一
緒
に
ゲ
ー
ト
ボ

シ   
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
30
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福   

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
講
習

　
紙
の
バ
ン
ド
を
使
っ
て
、
か
わ
い

い
カ
ゴ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
8
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
（
各
火
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
は
さ
み

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

エコクラフトの
カゴ

福   コッコ広場
　みんなの「集いの場」として、地域のプチ起業家によるワー
クショップとワンデーシェフランチを楽しむことができます。
　おしゃべりをしながら、いろいろな体験をしてみませんか。
【コッコ広場・ウィークデー】
日時・内容・定員　8月21日㈮　①10：00～12：00・はじめての「オ
ルゴナイト」作り・10人　②12：00 ～ 14：00・ワンデーシェフ
ランチ・20人（申し込み順）
参加費　①700 ～ 1,000円（作品により材料費が変動）②500円
【コッコ広場・サタデー】
日程・内容　下表のとおり
時間　10：30 ～ 15：00（12：00 ～ 13：00は休み）
参加費　300 ～ 1,000円（体験するものにより材料費が変動）
■申　電話か直接福祉センターへ

ー
ル
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
前
中

（
自
由
参
加
）　
場
所
　
南
山
公
園

年
会
費
　
2
、
2
0
0
円

問
　
勝
瀬
☎
（
4
9
1
）
0
2
6
7

◆
お
茶
の
間
経
済
学
懇
談
者
募
集

　
白
井
市
の
「
お
茶
の
間
経
済
学
」

で
は
、
株
の
動
向
や
日
本
経
済
の
先

行
き
な
ど
を
学
び
な
が
ら
懇
談
す
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
　
奥
崎
☎
（
4
9
1
）
8
5
8
2

（
午
後
6
時
〜
）

◆「
わ
が
家
の
犬
・
猫
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
」
作
品
募
集

　
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、

9
月
に
行
わ
れ
る
動
物
愛
護
週
間
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
表
彰
さ
れ
、
会
場
に

展
示
し
ま
す
。
ま
た
何
点
か
は
協
会

機
関
紙
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

申
・
問

　
県
内
在
住
者
で
飼
育
し
て

い
る
犬
や
猫
の
写
真
を
L
判
（
3
枚

以
内
）
に
印
刷
し
、
全
て
の
写
真
の

裏
に
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
適
正
飼
育
に
つ
い

て
の
コ
メ
ン
ト
を
4
0
0
字
詰
原
稿

用
紙
1
枚
以
内
に
記
入
し
た
も
の
を

添
え
て
、
8
月
15
日
㈯
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
で
〒
2
6
0
―
0
0
0
1

千
葉
市
中
央
区
都
町
4
6
3
―
3

　

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
動
物
保
護
管

理
協
会
☎
0
4
3
（
2
1
4
）
7
8

1
4
へ

※
応
募
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

◆
ご
存
知
で
す
か
？
労
働
条
件
相
談

ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
者
の
労

働
条
件
に
関
す
る
疑
問
や
悩
み
、
事

業
主
の
就
業
規
則
の
作
り
方
な
ど
、

事
務
的
疑
問
に
つ
い
て
電
話
に
よ
る

無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
時
間

　
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
後
5
時
〜
10
時
、
土
・
日
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

問
　
厚
生
労
働
省
労
働
条
件
相
談
ほ

っ
と
ラ
イ
ン
☎
0
1
2
0
（
8
1
1
）

6
1
0

趣
味
・
教
養
・
学
習

公  

腹
話
術
人
形
ま
つ
り

　
今
年
始
ま
っ
た「
腹
話
術
サ
ロ
ン
」

の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
参
加
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
の
春
風
正
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
が

支
部
長
を
務
め
る
「
ロ
ゴ
ス
腹
話
術

研
究
会
松
戸
支
部
」
メ
ン
バ
ー
が
、

腹
話
術
を
中
心
に
玉
す
だ
れ
や
頭
の

体
操
な
ど
も
入
れ
て
、
楽
し
い
シ
ョ

ー
を
披
露
し
ま
す
。

日
時

　
30
日
㈭

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時駅  

安
心
し
て
話
が
で
き

る
心
の
居
場
所「
ハ
ー
ト
」

　
20
か
ら
30
歳
代
ま
で
の
ひ
き
こ
も

り
で
悩
ん
で
い
る
人
や
家
族
の
皆
さ

ん
、
ど
な
た
で
も
一
度
来
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
8
月
7
日
㈮
　
午
後
3
時
〜

4
時
30
分

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
漢
字
掛
け
軸
作
り

　
小
学
校
で
習
う
漢
字
1
、
0
0
6

字
を
書
き
上
げ
よ
う
。

日
時

　
8
月
1
日
㈯
・
4
日
㈫
・
5

日
㈬

　
午
前
9
時
〜
正
午
（
全
3
回
）

対
象

　
小
学
5
年
生
〜
一
般
　
16
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
ペ
ン
、
習
字
用
下
敷
き
、

文
鎮

参
加
費

　
1
、
0
0
0
円
（
掛
け
軸
、

紙
代
）

コッコ広場・サタデー日程表
日程 内容（対象）

7月25日㈯Candybox＆ガーラント作り（子ども）ミシンでバッグ作り、足育相談（大人）

8月1日㈯ 花と貝殻のジェルキャンドル作り（子ども）
ハンドトリートメント（大人）

8月8日㈯ ワイヤークラフト作り（親子）
耳つぼジュエリー、ハンドマッサージ（大人）

8月15日㈯アイデア貯金箱作り（子ども）小顔マッサージ＆メイクアップレッスン（大人）

8月22日㈯アロマでバスソルト、アロマスプレー作り（親子）むしさんの簡単ブローチ作り（子ども）

申
　
7
月
26
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福   

納
涼
祭

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
裏
庭
で
「
流
し

そ
う
め
ん
」
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
8
月
7
日
㈮
　
午
前
11
時
〜

午
後
1
時
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

対
象
　
一
般
（
自
由
参
加
）

参
加
費
　
3
0
0
円
（
そ
う
め
ん
代
）

活  

振
り
込
め
詐
欺
防
止

対
策
講
座
〜
な
ぜ
だ
ま
さ

れ
る
？
振
り
込
め
詐
欺
〜

　
白
井
市
に
お
い
て
も
、
未
遂
を
含

め
数
件
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
手
口
も
一
つ
に
限
ら
ず
、
ま
さ

に
手
を
替
え
品
を
替
え
て
、
あ
な
た

の
大
事
な
財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
印

西
警
察
署
防
犯
担
当
署
員
に
よ
る
、

さ
ま
ざ
ま
に
進
化
す
る
詐
欺
の
手
口

や
状
況
、
個
人
で
で
き
る
対
策
な
ど

に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
8
月
7
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者

　
40
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
7
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
へ

西  

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　
す
て
き
な
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
8
月
7
日
、
9
月
4
日
、
10

月
2
日
、
11
月
6
日
、
12
月
4
日
、

1
月
8
日
（
各
金
曜
日
・
全
6
回
）

午
前
9
時
〜
正
午

対
象

　
一
般

　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
針
、
縫
い
糸
、
は
さ
み
、

メ
ジ
ャ
ー
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
1
回
7
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

漢字掛け軸

2015.7.157



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2015.7.15 8み ん な の ひ ろ ば

　

実行委員会と出店者の皆さん　笑顔が輝いています

天
　
草
笛
を
吹
い
て
平
和
の
な
か
に
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

地
　
憧
れ
の
京
の
一
夜
の
川
床
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口

　
　
斉
藤
裕
子

人
　
清
流
に
浸
し
て
五
指
や
夏
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

【
選
評
】　
天
　
大
変
に
象
徴
的
な
感
じ
が
す
る
。
平
和
の
シ
ン
ボ

ル
そ
の
も
の
の
様
だ
。
こ
の
平
和
こ
そ
今
守
ら
な
く
て
は
な
ら

ぬ
も
の
と
思
う
。
地

　
経
済
的
に
豊
か
な
一
部
の
人
々
が
夏
に
楽

し
ん
で
い
る
川
床
涼
み
、
今
で
は
一
般
の
ツ
ア
ー
旅
行
で
も
楽
し

め
る
。
憧
れ
て
い
た
川
床
料
理
に
心
弾
ま
せ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

人
　
山
中
の
流
れ
と
思
う
。
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
時
の
風
景
だ
ろ

う
。
こ
の
水
の
冷
た
さ
に
汗
も
引
く
思
い
だ
。
若
葉
も
見
え
鳥
の

声
も
聞
え
、
夏
を
確
か
に
感
じ
る
。
　
　

波
音
や
歩
み
は
軽
し
夏
遍
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

梅
雨
空
や
土
塀
め
ぐ
ら
す
武
家
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
清
水
治
夫

青
葉
風
す
べ
て
山
中
木
曽
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
針
田
達
行

立
夏
な
る
な
べ
て
乾
き
て
雨
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
福
加
あ
け
み

緑
陰
の
水
の
輪
美
し
き
梓
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
山
川
純
子

夕
凪
や
沖
に
漁
火
二
ツ
三
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
山
下
じ
ゅ
ん
子

鯉
跳
ね
て
池
に
青
葉
の
山
ゆ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
松
村
純
子

那
珂
川
の
鮎
釣
る
兄
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に

勤
め
上
げ
た
る
社
の
ロ
ゴ
ひ
か
る

                    

　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

【
選
評
】
長
年
勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、
今
は
鮎
釣
り
を
楽
し
む
兄
。

ジ
ャ
ン
パ
ー
の
ロ
ゴ
が
ひ
か
る
と
詠
ん
で
、
兄
を
ね
ぎ
ら
う
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
一
首
と
な
り
ま
し
た
。 

「
ロ
ゼ
」
に
酔
い
神
谷
伝
兵
衛
を
熱
く
説
く

亡
き
師
思
い
ぬ
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
　
　
　
印
南
満
子

緑
茶
飲
み
エ
ゴ
マ
コ
ー
ヒ
ー
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

飲
み
次
は
何
飲
む
と
夫
問
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
黒
添
水
無
月

親
た
ち
が
子
供
農
園
に
植
ゑ
た
る
も

じ
ゃ
が
芋
の
花
数
の
少
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
藤
原
澄
子

ハ
ル
ビ
ン
に
住
み
し
と
言
へ
ば
「
行
っ
た
こ
と

あ
る
」
と
欧
さ
ん
が
応
ふ
る
う
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
望
月
玲
子

　6月13日㈯、青少年女性セン
ターで、女性の視点で「ありの
ままに生きる」ヒントを見つけ
る「白井フェミナスハートプラ
ス」（主催：白井フェミナスハー
トプラス実行委員会）が開催さ
れました。
　女性起業家によるブースには、アロマ体験や手作り菓子販売など
36の出店があり、それぞれ趣向を凝らした内容でとてもにぎわい
ました。「女性も男性もありのままに」と題した少子化ジャーナリ
ストの白河桃子さんの講演では、これからの女性の生き方について
データを交えた説明に多くの参加者が共感していました。「子育て
しながら自分らしく生きるために」をテーマにしたトークタイムで
は、登壇した子育て中の市民4人が、子育ての悩みやアドバイスを
参加者に熱く語っていました。
　参加者は30代から40代が中心で、夫婦や家族連れの姿も多く見ら
れ、アンケートでは「地域で活躍している人の実体験は参考になっ
た」「さまざまな出店があり活気があった」「次回の開催を望む」な
どの声が多数あり、実行委員会の皆さんは「来年度以降も継続して
開催したい」と話してくれました。

各ブースは大にぎわい

　白井市郷土史の会の機関誌「たいわ」が今年3月、30号発行記念特
集号を刊行しました。
　当会は、公民館の郷土史講座を切っ掛けに昭和58年に結成され、翌
年に「たいわ」創刊号を発行、月例会の他に「講演会」や「文化財講座」
を開催しその活動内容をまとめ、年1冊のペースで刊行し続けています。
　会の代表の小木曽さんは「この会が30年以上も活動できたことは
創設当初の関係者の皆さんや、会員の「歴史の掘り起こし」に対す
るたゆまぬ努力の結果だと思います。『たいわ』の言葉の中には、昔
から住んでいる白井の人たちと、千葉ニュータウンに移り住んだ人
たちが互いに話し合うという意味があります。最盛期には100人を超
える会員がいましたが現在は38人です。これからは、若い人が白井
の歴史に興味を持ってくれて、私たちと一緒に会を盛り上げていけ
ればいいなと思っています」と話してくれました。
　「たいわ」は図書館で閲覧できます。白井市郷土史の会への問い合
わせは小木曽さん　☎（491）1979へ

語り伝える白井の歴史　白井市郷土史の会
「たいわ」30号発行記念特集号を刊行

「たいわ 30 号」を手にする白井市郷土史の会の皆さん

し
さ
が
あ
り
、
胸
を
張
っ
て
長
く
楽

し
く
続
け
て
い
け
る
仕
事
で
す
。

　
今
は
、
家
庭
で
も
職
場
で
も
自
分

の
中
で
も
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
非
常
に

充
実
し
て
い
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
保
育
士

を
志
望
し
て
い
る
男
性
に
は
「
や
り

た
い
な
ら
や
る
べ
き
だ
」
と
訴
え
た

い
で
す
。
保
育
園
は
、
子
育
て
に
と

て
も
理
解
が
あ
る
職
場
で
あ
り
、
育

児
と
両
立
す
る
上
で
最
高
の
職
場
で

も
あ
り
ま
す
。

　
男
性
な
ら
で
は
の
利
点
は
、
力
仕

事
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
反
対
に
気

遣
い
の
細
や
か
さ
は
ま
だ
ま
だ
至
ら

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
日
々
先
輩
の

女
性
保
育
士
か
ら
見
習
い
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。
男
性
も
女
性
も
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
こ
と
を
理
解
し

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
保

育
士
へ

　
私
は
、
南
山
保
育
園
で
保
育
士
と

し
て
勤
務
し
始
め
て
3
年
目
に
な
り

ま
す
。
保
育
園
で
の
勤
務
を
切
っ
掛

け
に
市
内
に
引
越
し
、
2
歳
の
娘
を

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
妻
と
2

人
で
育
て
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
親
戚

が
集
ま
っ
た
と
き
に
子
ど
も
の
面
倒

を
見
る
こ
と
が
多
く
、
も
と
も
と
子

ど
も
と
い
る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。

大
学
卒
業
後
に
就
職
し
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

自
分
の
し
た
い
仕
事
「
保
育
士
」
を

目
指
し
て
、
仕
事
を
し
な
が
ら
通
信

教
育
で
勉
強
し
、
保
育
士
の
資
格
試

験
を
受
け
始
め
ま
し
た
。
妻
と
も
相

談
を
重
ね
、
最
終
的
に
は
「
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
た
方
が
い
い

よ
」
と
後
押
し
し
て
も
ら
い
、
退
職

後
さ
ら
に
半
年
間
勉
強
し
て
資
格
を

取
り
保
育
士
に
な
り
ま
し
た
。

◆
男
性
保
育
士
の
道
を
切
り
開
く

　
保
育
士
は
本
当
に
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
す
。
保
育
中
は
さ
ま
ざ
ま

な
子
ど
も
を
見
る
た
め
責
任
の
重
さ

に
気
を
張
っ
た
り
、
力
仕
事
も
多
い

で
す
。
私
の
周
り
の
保
育
士
志
望
者

の
中
で
男
性
は
1
割
程
度
で
し
た
が
、

収
入
面
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
断

念
す
る
男
性
も
い
ま
し
た
。

　
私
の
場
合
は
、
妻
が
出
産
後
も
働

き
た
い
と
い
う
意
向
も
あ
っ
て
、
子

育
て
を
一
緒
に
で
き
る
こ
と
も
考
え

こ
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
仕
事
と
家

庭
の
バ
ラ
ン
ス
、
家
庭
内
で
の
役
割

分
担
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
い
ろ
い
ろ
考

◆
保
育
士
と
し
て
の
目
標
・
夢

　
私
の
目
標
は
、
子
ど
も
た
ち
が
将

来
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
「
保
育
園

が
楽
し
か
っ
た
」「
良
い
先
生
に
出

会
え
た
」
と
、
振
り
返
っ
て
も
ら
え

る
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。
有
名
人

に
な
っ
て
、
ま
た
会
い
に
来
て
く
れ

る
と
さ
ら
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
「
自
分
の
し
た

い
こ
と
を
自
分
で
選
べ
る
」「
目
的

を
持
っ
て
力
強
く
生
き
ら
れ
る
人
」

に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。
そ
し
て
、

み
ん
な
の
個
性
を
伸
ば
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
み
ん
な
の

輪
か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
子
が
い
た

と
し
て
も
、
そ
の
子
は
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
一
歩
引
い
て
物
事
を
観
察
し
考

え
る
こ
と
が
得
意
な
子
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
み
ん
な
の
仲
に
は
気
を
付
け

て
い
ま
す
が
、
無
理
強
い
を
せ
ず
個

性
を
よ
く
見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
士
の
仕
事
は
数
年
で
学
べ
る

も
の
で
は
な
く
、
日
々
反
省
の
毎
日

で
す
が
、
子
ど
も
と
触
れ
合
え
る
楽

合
い
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
こ
と
が
、

家
庭
で
も
職
場
で
も
重
要
で
あ
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。
男
性
だ
か
ら
駄

目
だ
と
い
わ
れ
る
の
は
悔
し
い
の
で
、

男
性
が
い
て
良
か
っ
た
こ
と
を
示
し

た
い
と
思
い
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
将
来
の
男
性
保
育
士
の
増
加
に

つ
な
が
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

◆
イ
ク
メ
ン
と
し
て

　
育
児
・
家
事
は
自
分
の
家
庭
の
こ

と
で
す
か
ら
、
責
任
を
持
っ
て
で
き

る
こ
と
を
互
い
に
思
い
や
り
フ
ォ

ロ
ー
し
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
女
性
が
行
っ
て
い
る
こ
と
を
男

性
に
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
最
初
か
ら
上
手
に
で
き
る
人

は
い
ま
せ
ん
。
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
す
。
ま
た
、
次
に
何
を
し

た
ら
い
い
か
、
何
が
で
き
る
か
を
い

つ
も
考
え
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。
反
対
に
「
お
い
し
い
と
こ
ろ
だ

け
」「
好
き
な
こ
と
だ
け
」
を
や
る

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
も
気
を
付

け
て
い
ま
す
。

園児を前に紙芝居を演じる宮崎さん

ス
テ
ッ
プ
！
〜
輝
く
男
女
（
ひ
と
）
こ
こ
に
あ
り
〜
③

宮
崎
　
創

は
じ
め

さ
ん

保
育
士

白井フェミナスハートプラス　～ありのままに生きる～

「なりたい自分」を見つけに約850人が来場

日時　8月2日㈰　午前9時45分～午後4時40分
場所　県青少年女性会館（千葉市）　定員　300人（申
し込み順）　内容　千葉大学客員教授の木場弘子さんに
よる講演「未来を拓く、主役は私」、ワークショップ他
■申・■問　7月24日㈮までにファクスまたはメールで、千
葉県男女共同参画センター　☎043（252）8036・N043
（252）8037・{kenkyouse@mz.pref.chiba.lg.jpへ

千葉県男女共同参画センターフェス
ティバル2015＆ネットワーク会議


